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２年生（A 文系＋BCD）第２回市役所職員講話 
 ５月２０日（水）６校時「課題研究」の授業において、北秋田市役所職員による２回目の講

話を実施しました。この日は、生活課環境係から２人の方が講師として来校。現在、北秋田市

で取り組んでいる業務の中から「北秋田市のごみ処理状況」の現状と課題をお話ししてくださ

いました。 

【ポートフォリオから】 
・人口が減少しているのにも関わらずゴミの量が増えて 

いるのが問題だと思う。３Ｒを意識して２０２５年には 

１人１日あたりのゴミの排出量を８５０ｇにするべきだ 

と思った。（Ｂ組男子） 

・必要のないものを買わないことがゴミを減らす。分別 

することで減らすことにつながる。（Ａ組男子） 

・３Ｒの中でも「リデュース」が一番大事だということ 

を初めて知ることができた。一人ひとりがゴミを減らす 

意識が大切だと分かった。（Ｂ組女子） 

・マイバッグを持ったり食品ロスをなくしたり、一人ひとりが工夫していくことがゴミの量を

減らすことにつながると思った。（Ｄ組女子） 

・よりよい環境づくりには自分たちが出すゴミも関わっていると感じられた。意外と身近なと

ころに自分にできることがあるのでどんどん行動していきたい。（Ｃ組男子） 

 

【質疑応答から】 
Ｑ１：アルミ缶とスチール缶を分けずに回収しているのはなぜですか？（Ａ組女子） 

Ａ１：市民の負担を減らすためにリサイクルセンターが分別してくれているからです。 

Ｑ２：昨年新しい「クリーンリサイクルセンター」を建設した理由は何ですか？ 

（Ｄ組男子） 

Ａ２：老朽化したからです。そのおかげで大きなものも処理できるようになりました。 

 

【３年生「ごみ対策」研究班から】 
「ごみ対策」を研究テーマに選択した３年Ｂ組笹代琴里さんから、２年生へのメッセージです。 

Ｑ．選択したきっかけは？ 

Ａ．今までリサイクルやゴミの減量化など、数多くの問題が挙げられてきたが、未だに解決していない。

それについて「一人一人の意識が全く足りていないのでは？」と疑問に重い、現状を知りたくなった

ため。 

Ｑ．昨年度の研究内容は？ 

Ａ．各家庭の生ごみの減量・処理方法のアンケートを市役所職員と同学年に行った。解答数の多い方法 

は、どの家庭でも取り組みやすい方法だと考えられるため、特に多かった方法を提案した。 

★２年生に一言！ 

ごみ問題は自分たちが意識することですぐに解決できるものがあると思うので、まずは研究をして現状を

知ってほしい。 



３年生（BCD組）研究構想発表会を実施！ 
 ５月２１日（木）６校時「課題研究」の授 

業において、３年生ＢＣＤ組の各班は、今年 

度の研究構想発表会を実施しました。昨年度 

の研究内容を踏まえ、今年度はどんな研究を 

行うか、担当の先生を前に発表し、助言・質 

問を受けました。 

移住定住班には外部からのコメンテーター 

として大穂耕一郎さん（写真左）をお迎えし 

ました。大穂さんは、内陸縦貫鉄道の存続運 

動等に従事し、ご自身も移住者です。移住の 

体験をもつ立場から、経験を踏まえたアドバ 

イスをたくさんいただきました。 

 

★今年度の研究構想！ ～各班班長から一言！～ 
 

【自殺対策研究班】 
１班…地域の労働者を対象にアンケートをとり、ポスターを添付します。 

２班…大人を対象に相談しやすい環境作りをします。 

３班…中高生を中心に相談機関を広める活動をする。 

４班…保健センターの人と連携して、講演会の実現を推進する。 

５班…紙媒体を利用して、地域の人に「うつ」に関する意識を高めてもらいたい。 

【移住定住研究班】 
１班…駅前で情報を集め、ＳＮＳで北秋田の魅力発信！ 

２班…北秋田の自然と農業を理解し、移住定住を解決する。 

３班…身近な食べ物「山菜」に着目し、課題解決を図ります。 

【ごみ対策研究班】 
１班…私たちにもできるゴミの減量・処理方法。 

２班…ペットボトルキャップの自主的なリサイクルを活発にする。 

３班…地域の現状を自分たちも理解しながら研究を進める。 

４班…食品ロス改善のために校外に聞き込みに行く。 

５班…駅に分別ケースを設置し、分別ケースの効果を調べる。 

６班…私たちの班は、リサイクルプロジェクトの計画を立て、実行します。 

【防災減災研究班】 
１班…自主防災組織を広める！ 

２班…水害での被害者犠牲者を減らすため、分かりやすいハザードマップを作る。 

３班…避難してきた人が少しでも楽に過ごせるような案を作る。 

４班…防災専用のサイトを作り、１人１人の災害への意識を高める。 

５班…防災ラジオの普及率を上げるためにポスター作成、北秋田市内に掲示する。 

６班…市役所へ防災アプリ（公式 LINE等）の作成を提案し、市内に宣伝する。 

７班…今年は北秋田市で運用されている防災ラジオを広めていく活動をします。 


